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戸
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

a

大

村

市

O 

畜
産
共
進
会
開
催
さ
る

矛
十
四
回
大
村
市
畜
産
共
進
会

は
九
月
二
十
五
日
、

大
村
公
園

補
助
グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

和
牛

l
五
十
六
頭

山
羊
H
二
十
五
頭
、
乳
牛
U

四

十
頭
、

豚

U
=一
十
五
頭
、
ラ

ン

ド
レ

l
ス
U
十
頭
、
鶏
U
二
十

番

合

計

百

八

十

六

点
の
優
秀

た
出
品
が
る

b
ま
し
た
。

各
部
門
別
の
優
賞
は
つ
ぎ
の

と

お
り
で
す
。

当
日
は

大
村
市
内
の
荊
国

米
穀
類
購
入
通
帳
の
切
替

市内殉国者の慰霊祭
時月者
三三 秋
十 十 季
分 ー 慰
よ日 霊
り 午祭
三 前 が
城 十 十

十
一
月
一
日
か
ら
新
ら
し
い

通
帳
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

b

ま
し
た
。

新
ら
し
い
通
帳
は
近

日
中

に
町
務
連
絡
委
員
ま
た
は

た
米
屋
さ
ん
か
ら
交
付
さ
れ
ま

す
。
新
ら
し
い
通
帳
は
つ
ぎ
の

よ
ろ
友
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
大
切
に
取
扱
っ
て
い
た

突
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

マ

配

給
明
細
表
の
中

K
、
種

類
別
に
欄
が
設
け
ら
れ
た
の

む
忠
霊
塔
で
行
な
わ

れ
ま
す
。(

福
祉
事
務
所
)

‘出
品
数

l
約
百
八
十
頭

団
体
賞

一
位

U
西
大
村

一位
U

大

村

=
位
H
竹

松

三

浦

萱

瀬

竹

松

松

原

松

原

大

村

西
大
村

福

重

竹

松

西
大
村

鈴

田

西
大
村

西
大
村

竹

松

ラ
ン
ド

v

l
ス村浦松

和
牛

山
羊

乳
牛

豚鶏

竹三 大

勢 前 岡 朝 今駒愛 溝 松 楠南井 井井
戸田山長里木合口本本 手 手 上

熊
留百 次頼好 義久 久秀平善政照 信
市作 郎 敏夫弘一雄雄作作吉次次

平田今
野 崎里

源好
治 積 夫

人口 55.68l 
{男 26.665
女 29.J17 

世帯数 12.388 
転入 463 出生
転出 477 死亡

ー とり し国 竺Rて
人 なまよ民 じ

足数販
もつしう年 b 量売
れてたか金×るの庖
ない ら o の 。記で

くま十も保× 入は

納 す月 し険 を配
期 o が、料???合
内 七まは 条五
に 、だ納
納 八納め 」マ
め 、めて ι 

延通
ま 九てい × 長帳

(し月いた きの

× 福ょ 分なだ × れ有
祉う のいき v た種
事 o 納かま 八 二型
務 期た し 市:究
所 のがた 民乙
) 月あで き平

寵翠璽理 : 
陸上自衛隊では11月中の実弾射撃:

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=4日-9目、 11日-16日 i

18日、n目、 t5日-30日:
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鹿
児
島
を
出
発
点
と
し
熊
本
校
の
生
徒
に
一
般
市
民
も
加
わ

を
経
て
長
崎
県
に
入
っ
た
オ
リ
り
五
輪
の
小
旗
を
ふ
っ
て
盛
大

シ
ビ
ッ
ク
の
H

聖
火
コ

1
ス
国
に
歓
迎
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動

土
美
国
民
大
行
進
H

の
パ
レ

1

は
ひ
ろ
く
国
民
の

オ
リ
ン
ピ
ッ

ド
は
十
月
十
五
日
の
午
前
十
一

ク
に
た
い
す
る

正
し
い

理
解
を

時
十
五
分
鈴
田
峠
の
市
境
で
諌
深
め
、
明
年
ひ
ら
か
れ
る
オ
リ

早
市
か
ら
引
つ
が
れ
大
村
市
に
シ
ビ
ッ

ク
の
開
催
問
に
ふ
さ
わ

入
り
ま
し
た
。
大
村
市
内
の
コ
し
い
生
活
態
度
と
社
会
環
境
を

l
ス
は
大
高
前

t
本
町
通
り

t
作
る
と
と
も
に
「
国
土
を
美
し

大
村
駅
前

t
空
港
入
口

t
松

原

く

す
る
運
動
」
を
治
し
す
す
め

の
コ

1
ス
で
、
沿
道
で
は
市
内
る
た
め
に
行
在
っ
た
も
の
で
す

の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

(

教

育

委

員

会

〉

前

年

祭

パ

グ
国
土
を
美
し
く
4

オ
リ
ン

ピ

ッ

ク

方ア

回

団
体
対
抗
駅
伝

の

日

ス

ポ

ー

‘Y 

十
月
五
日

は

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
行
事
と
し
て
才
一
回
の
回

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
対
抗
駅
伝
競
走
を
行
友
い
、

こ
れ
は
「
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
十
チ

1
ム
五
十
名
が
参
加
し
ま

明
る
い

日
本
」
の
ス
ロ

l
ガ
シ
し
た
。
優
勝
チ
1
ム
に
は
市
長

の
も
と
に
、

老
計
男
女

の
す
べ

盾
が

治
く
ら
れ
ま
し
た
。

て
が
そ
れ
ぞ
れ
に
過
し

た

ス

ポ

成

績

は
つ
ぎ
の
と
ゐ
り
。

ー
ツ
を
来
し
む
こ
と
を
目
的
と
一
位
H
園
高

O
B
、
二
位
U

大

し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
村
工
業

A
=
一位
日
大
村
部
隊
A

大
村
市
で
も
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
の

ハ

教

育

委

員

会

V

レ

ド

一
川
と
な

っ
て
ス
タ
ー
ト

被保険者証の無効

一ー→

歓

迎

す

る

小

学

生

つぎの国民健康保険被保険者証は無効とな bました。

いますぐ保険衛生深 または出張所に返納してください。

無効年月日所住世帯主氏名被保険者証
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内

unu

秋
の
交
通
安
全
運
動

一
【
ヤ
ミ
酒
一
掃
に
一
司

一

み

ん

な

で

協

力

】

一

一

一

。

み

ん

な

の

注

意

で

事

故

を

な

く

そ

う

H

一
ヤ
ミ
酒
(
密
造
酒
)
は

一
一
一
+
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

-
造
っ
た
り
、

売

っ
た
り
一
一
一
固
ま
で
の
十
日
間
、
全
国

一
飲
ん
吃
り
す
る
こ
と
は
一
一
一
膏
に
秋
の
交
逼
安
全
運

一
で
き
た
い
こ
と
に
な
っ
一
一
動
が
行
な
わ
れ
ま
す

一

て

い

ま

す

。

一

一

こ

の
運
動
は、

国
民

一
人

一

一
家
庭
で
作
る
ぶ
ど
う
酒
一
一
人
が
正
し
い
交
通
の
あ
り
方
や

~
も
こ
の

ヤ
ミ
酒
に
入
b

一
一
一
交
通
安
全
の
思
想
を
理
解
し
て

一
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
一
一
一
「
事
故
の
た
い
明
る
い
交
通
が

一

さ

い

。

二

一

で

き

る

よ
う
に
」
の
み
ん
た
の

一

(

税

務

課

)

一

…

…

寸

「
l
i
l
l
1
1
1
1
1
1
し
一
一
願
ず
み

の
る
よ
う
に
行
な
う
も

と
く
に
み
た
さ
ん
に
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
は
つ
ぎ
の
こ
と
で
す

歩

行

者

ム
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と
・

ム
積
断
す
る
と
き
は
ま
ず
左

右
の
安
全
を
確
め
る
こ
と
。

ム
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
必
ら
や
y

青

(進
め
)
の
と• 

• .. 
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国
民
年
金
法
が
年
金
額
の
引

老
令
:
・
一
万
二
千
円
が
一
万

上
付
、
所
得
制
限
の
緩
和
な
ど
三
千
二
百
円
。

障
害
:
・
一
万

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
八
千
円
が
二
万
一
千
六
百
円

さ
れ
ま
し
た
。

母

子
と
準
母
子
:
・
一
万
二
千

マ
福
祉
年
金
(
現
在
年
金
を
受

円
が
一
万
五
千
六
百
円
。

給
さ
れ
て

い
る
方
)

(
才
二
子
か
ら
四
千
八
百
円

①
昭
和
三
十
八
年
九
月
分
か

ら

を

加

算
V

年
金
受
給
額
が
引
き
上
け
ら

②
支
給
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し

れ
ま
し
た
。

た

。

り大村市政だよ、町、，J
n
4
1
v
 

，，l
¥
 

，
 

グ赤い羽根グ=大村空港に

ィ
、
年
金
を
受
け
る
者
の
所

得
が
十
五
万
円
以
上
あ
る

と
ず
‘給
を
停
止
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
基
準
が

十
八
万
円

K
引
き
上
け
ら

れ
ま
し
た
。

ロ
、
年
金
を
受
け
る
者
の
生

活
を
維
持
す
る
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
五
十
万
円
(

五
人
世
帯
の
基
準
)
以
上

あ
る
と
支
給
を
停
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
基

準
が
六
十
万
円
に
引
き
上

厚生大臣の H メッセージがも

十
月
一
日
よ
り
十
二
月
末
日

ま
で
才
十
七
回
国
民
た
す
け
あ

い
共
同
募
金
運
動
が
全
自
的
に

行
在
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
の

シ
ソ
ポ
ル
で
あ
る
赤

い
羽
根
が

中
央
共
同
募
金
会
長
か
ら
大
村

市
長
に
お
く
ら
れ
、
飛
行
機
で

大
村
空
港
に
着
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
赤
い
羽
根
と
一
緒

に
厚
生
大
臣
か
ら
も
市
民
皆
様

の
協
力
に
た
い
す
る
感
謝
去
、

治
願
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
き

大
村
市
長
代
理
の
収
入
役
が
受

け
取

p
ま
し
た
。(

福
祉
事
務
所
V

一↑の
で
す
o

ハ
、
母
子
、
単
母
子
の
福
祉
戸
大
村
市
内
で
も
本
年
一
月
か

年
金
を
受
け
る
子
の
年
令
一
ら
九
月
末
ま
で
に
、
百
六
十
五

は
十
五
才
(
義
務
教
育
終
一
件
(
死
者
一
名
、

傷
者
百
四
十

了
前
)
ま
で
で
あ
っ
た
の
一
一
一
一
一
名
)
む
交
通
事
故
が
発
生
し

が
、
身
体
障
害
で
重
い
廃
一
一
昨
年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
て
実

疾
の
蚊
態
に
あ
る
二
十
才
一
一
に
二
倍
近
く
ふ
く
れ
上
っ
て
い

ま
で
の
子
に
も
支
給
さ
れ
一
一
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

一
一
こ
の
よ
う
に
激
増
の
一
途
を

マ

拠

出

年

金

中

た

ど

る

悲

惨

友

交

通

事

故

を

防

高
令
任
意
加
入
者
の
再
加
一
一
止
す
る
た
め
に
は
、
友
ん
と
い

入
が
で
き
ま
す
。
一
一
っ
て
も
車
を
運
転
す
る
人
も
、

希
望
し
て
国
民
年
金
に
加
中
歩
行
す
る
人
も
、
み
ん
な
が
交

入
し
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
通
の
き
ま
り
を
よ
く
守
る
こ
と

一
日
で
、
五
十
才
を
こ
え
る
叫
が
大
切
で
す
。

人
(
高
令
任
意
加
入
者
)
が
…
事
故
の
原
因
は
ス

ピ
ー
ド
の

会
社
に
勤
め
る
こ
と
在

H

と
で
一
出
し
過
ぎ
、
わ
き
見
運
転
、
飲

国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
一
一
酒
運
転
、
無
免
許
運
転
が
主
主

に
加
入
し
た
た
め
、
国
民
年
一
一
も
の
で
、

歩
行
者
の
不
注
意
も

金
の
加
入
資
格
を
失
っ
た
と
一
一
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。

き
、
そ
の
後
会
社
を
や
め
て
中
そ
こ
で
警
察
で
は
運
転
者
講

も
国
民
年
金
に
再
加
入
す
る
吋
習
会
や
学
童
の
交
通
教
室
、
地

こ
と
が
で
き
在
か
っ
た
が
今
…
…
域
別
の
交
通
懇
談
会
在
ど
を
関

一
き
市
民
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お

度
の
改
正
で
再
び
加
入
で
き

一
一
蹴
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

る
よ
う
に
在
り
ま
し
た
。

(再
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
一
運
動
の
重
点

は
は
や
く
福
祉
事
務
所
に
届
一
一
①
安
全
な
横
断

の
確
保

け

て

く

だ

さ

い

。

〉

中

②

安

全
な
踏
切
道
通
行
の
確
保

ハ
福
祉
事
務
所
)
一
@
車
両
の
完
全
整
備
の
励
行

品
④
不
正
た
道
路
利
用
の
排
除

け
ら
れ
ま
し
た
。

き
渡
る
こ
と
。

ム
停
っ
て
い
る
車
の
す
ぐ
前

や
す
ぐ
後
か
、
り
い
き
な
り
道

路
に
飛
び
出
し
た
り
、
な
な

め
に
渡
っ
た
り
し
な
い
己
と

ム
踏
切
で
は
停
っ
て
左
右
の

安
全
、を
確
め
て
通
る
こ
と
。

・

運

転

者

A
歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る

と
き
は
一

時
停
止
か
徐
行
す

る
こ
と
。

ム
注
意
力
を
集
中
し
て
安
全

運
転
を
励
行
す
る
こ
と
。

ム
酒
を
の
ん
で
か
ら

ハ
ン
F

ル
を
握
ら
・な
い
こ
と
@

ム
踏
切
で
は
必
ら
ず
一
時
停

止
す
る
こ
と
。

A
点
検
を
励
行
し
、
整
備
装

置
の
悪

い
車
両
は
絶
対
に
運

転
し
な
い
こ
と
。

-
一
般
的
な
こ
と

ム
道
端
で
立
話
や
物
売

b
を

し
な
い
こ
と
。

ム
道
路
に
庖
先
を
つ
き
出
し

た
り
物
を
放
置
し
た
い
こ
と

ム
工
事
友
ど
の
た
め
道
路
を

使
用
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ

め
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

(
大
樹
警
察
署

大
村
市
交
通
安
全
協
会
)



(4) 

童
館
コ
ン
ク
ー
ル
大
村
地

h
り

区
大
会
が
あ
り
ま
す

大村市政だよ

十
月
二
十
六
日
〈
土
)
午
後

一
時
よ
り
市
内
小
学
校
児
童
に

よ
る
童
話
ヨ
シ
ク
ー
ル
を
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

父
兄
の
皆
さ
ん
ば
か
り
で
注
く

一
般
の
方
々
の
ご
参
観
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。(

教
育
委
員
会
V

必
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

昭和u年4月tt日第三種郵便物認可

検
診
の
結
果
異
状
の

あ
る
か
た
に
通
知

先
に
実
施
し
た
一
般
市
民
結

核
検
診
の
結
果
が
判
明
し
ま
し

た
。
こ
の
検
診

の
結
果
所
見
の

あ
る
か
た
に
つ
い
て
は
精
密
検

査
を
行
・
泣
い
ま
す
。
左
希
該
当

者
に
は
個
人
通
知
を
い
た
し
ま

す
め
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
℃
〈
党

支」い。十
月
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に

通
知
を
受
け
ら
れ
友
か
っ
た
人

は
異
献
が
・
な
か
っ
た
人
で
す
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

〈
保
険
衛
生
課
)

昭和j8年10月20日

市
役
所
↑

市
役
所
↑

ダ
ム
の
放
水
テ
ス
ト

【
敬
老
院
】
が

急
に
水
が
増
え
ま
す

【
清
和
国
】
に

口
同
萱
瀬
グ
ム
で
は
十
月
二

渇

十

五

日

の

午

前

十

字

1
J
ら
夕
刻
に
か
け
て
「
放

。
流
テ
ス
ト
」
を
行
な
う

E
E
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
大
放
涜
量
は
毎
秒
三
十
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
郡
川
の
水
位
は

椎
場
橋
で
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
胃
ガ
ン
や
そ
の
他
の
ガ
ン
に

ン
チ
、
荒
瀬
橋
で
一
メ
ー
ト
ル
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
左
が

郡
橋
で
四
十
セ
ン
チ
に
在
る
こ
ら
講
演
を
き
く
会
を
聞
き
ま
す

と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
も
延
び

放
流
テ
ス
ト
を
行
な
う
一
一
十
た
と
言
わ
れ
・
な
が
ら
も
、
成
人

五
日
は
川
に
入
ら
在
い
よ
ろ
に

病
で
の
死
亡
率
は
な
島
高
い
と

し
て
く
売
さ
い
。
と
く
に
子
供
い
わ
れ
ま
す
。

さ
ん
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ニ
こ
で
ガ
ン
に

つ
い
て
の
知

当
日
は
放
流
警
報
用

サ
イ
レ
識
を
高
め
治
互
い
の
健
康
保
持

シ
を
鳴
し
ま
す
(
消
防
本
部
)
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
聴
講
を
も
桐
待
ち
し

…
学
び
つ
つ

…
て
い
ま
す
。

…
よ
い
子
が
配
る
こ
の
新
聞

…
マ
日
時
十
月
二
十
九
日
午
後

十
月
二
十
日
か
ら
新
聞

二
時
J
四
時

週
間
で
す
。
新
聞
少
年

…
マ

場
所

中
央
公
民
需

の
た
め
に
新
聞
受
け
を

'

…

マ

内

容

胃
ガ
シ
に
つ
い
て

取
り

つ
け
、
犬
は
必
ら

藤
井
町
先
生

や
つ
な
管
ま

し
ょ

う
。

婦
人
の
ガ
ン
に
つ
い

市
内
池
田
郷
に
あ
る
敬
老
院

の
名
称
が
「
大
村
市
立
敬
老
院
」

か
ら
「
大
村
市
立
清
和
国
」
と

十
月
十
日
か
ら
変

b
ま
し
た
。

ハ
福
祉
事
務
所
)

「
ガ
ン
」

の
講
演
会

て福
田
律
三
先
生

い
守
れ
も
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し

た
が
ら
解
説
を
し
ま
す
。

マ

入

場

料

無

料
(
教
育
委
員
会
〉

山
野
の
境
界
標
を
増
設

境
界
検
測
で
境
界
標
が

増
設
さ
れ
ま
し
た

市
内
に
あ
る
国
有
林
野
を
公

共
測
量
し
、
民
有
林
と
の
境
界

を
明
か
に
す
る
た
め
、
五
の
郷

北
山
口
、
同
郷
餅
の
塔
・
中
山
、

重
井
田
郷
郡
岳
、
同
郷
大
谷
、

蕗
ノ
木
場
、
城
の
平
、
宮
代
郷

大
タ
プ
の
各
地
区
に
境
界
標
が

増
改
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
隣

接
地
所
有
者
は
現
地
を
見
て
境

界
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

在
会
ご
不
審
の
お
方
は
長
崎

営
林
署
か
最
寄
b
の
担
当
区
事

務
所
に
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い

(
農
林
課
)

自
転
車
・
椅
子
な
ど
公
売

今
ま
で
市
役
所
で
使
っ
て
い

た
自
転
車
、
事
務
椅
子
な
ど
で

不
用
に
た
っ
た
も
の
を
つ
ぎ
の

と
治

b
公
売
し
ま
す
。

買
受
け
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

当
日
印
鑑
を
持
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い

0

・
な
お
公
売
に
つ
い

て
不
明
む
点
は
財
務
課
へ
お
た

十
ね
く
だ
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
六
日
(
土
〉

午
後
一
時
よ

b
一
一
一
時
ま
で

大
村
市
役
所
西
大
村
出

張
所
の
前
庭

一
般
競
争
入
札
・
入
札

保
証
金
は
現
金
で
入
礼

金
額
の
百
分
の
十
以
上

代

金

納

入

即

納

公
売
物
件
自
転
車
H
十
四
点

事
務
精
子
U
二
十
九
点

机
H

五

点

害

棚

H

九
点

雑

箱
U

二
点
(
財
務
課
〉

場
所

方
法

市
内
の
事
業
主
の
方
へ

新
規
学
卒
(
昭
和
三
十
九
年

三
月
の
中
学
、
高
校
卒
)
の
雇

用
を
希
望
さ
れ
る
事
業
主
の
方

は
早
め
に
大
村
市
公
共
職
業
去

定
所
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

国
立
大
村
病
院
の
木
村
範
美

さ
ん
は
三
千
円
、
諏
訪
八
区
二

五
一
号
の
鈴
木
ア
キ
さ
ん
は
亡

夫
重
利
さ
ん
の
忌
明
に
、
一
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業

資
金
の
一
部
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た

。

(

福

祉

事

務

所

〉

演芸会運動会どうぞご見学を::
創立十三周年記念 ii 

自衛隊創立13周年を記念して 大村と竹松 11 

の陸上自衛隊さまよび海上自衛隊大村航空隊の ii 
三茸隊合同記念行事がつ管のと~þ 行たわれ ii 

ます。 部隊では「市民の皆様、多数ご見学 II 
においでください。」といっています。 1 
<!) 11月1日(金)午前3時から !i 

創立記念祝賀式典(大村部隊営庭 ii

午前10時半から 市中行進(大村部隊~本堂 11 
川橋~駅前~各部隊

観閲台位置=大村駅前 ii 

記念のタ(大村市中央公民館) II 
音 楽劇舞踊その他 11 

<!) 11月3日(日)午前 3時から大村部隊運動 ii 
祭 (大村部隊営庭)仮装行 ii 

列もあ bます。(庶務課〉

午後 6時から


